予算要求資料
平成27年度当初予算　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：スポーツ振興対策費　
	事業名　新岐阜アリーナ施設整備費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　 清流の国推進部 スポーツ推進課 施設管理係 電話番号：058-272-1111（内2947）

　　　　　　　E-mail： c11172@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　    7,625千円   （前年度予算額：0千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	7,625
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7,625

	決定額
	4,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,000


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　・平成１２年に設置された電動式収納ステージのモーター２台からオイル漏れが確認された。現状では使用可能であるが、いつ止まってもおかしくない状態である。ステージは式典や競技会等の際に使用しているが、手動で動かすことは不可能であるため、故障となれば式典や競技会運営に支障を来たす。また、経年劣化による部品交換の時期が到来しているため、計画的に交換する必要がある。
　　・平成１２年に設置された空調設備について、年月の経過に伴う冷却水チューブ内面の汚れにより、冷房能力の低下、機器への負荷増を招いている。このまま高負荷の状態で使用を続けると、機器の故障により、熱中症を引き起こす恐れがあるため、冷却水コイルの薬品洗浄を実施する必要がある。
　　・評価員会議の評価員から、岐阜アリーナの手摺が低く、落下する恐れがあると指摘を受けている。また、体育館やホールの観覧席の手摺ついては、その高さに規定はないものの、「共同住宅や不特定多数の人が利用する特殊建築物では、転落防止のために１．１メートルの高さで設置することが望ましい」（「建築物の防火避難規定の解説2012」参照。）とされているため、転落防止のため、手摺を改修する必要がある。（現在の手摺の高さは約７０ｃｍ）
（２）事業内容

　　・電動式収納ステージの修繕（経年劣化部品の５カ年に分けての交換）
　　・冷却水コイル薬品洗浄
　　・手摺改修
（３）県負担・補助率の考え方

　　　県 10／10（県有施設の整備であるため）
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	修繕料
	1,296
	電動式収納ステージの修繕

	業務委託料
	1,793
	冷却水コイル薬品洗浄

	工事請負費
	4,536
	手摺改修

	合計
	7,625
	


	　決定額の考え方　

緊急性、必要性など事業内容を精査し、所要額を計上します。



	事業評価調書
■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　・経年劣化が進み部品交換の時期が到来した電動式収納ステージについて、平成２７年度からの５年間で、計画的に部品の交換を実施する。
　・空調設備の冷却水コイル薬品洗浄は、空調を止めての作業となるため、大会等の予約状況や時期を考慮しながら実施し、冷房能力を正常な状態に復旧する。
　・転落防止のため、大会等の予約状況や時期を考慮しながら手摺の改修を実施する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	設備の修繕のため、指数を示すことは適当でない。


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）



（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　同施設は、各種競技大会や、農業フェスティバル等により多くの方に利用されている。式典や競技会の運営に必要なステージや、利用者の健康を左右する空調設備について、経年劣化等による不具合が生じる前に、対策を講じる必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	　


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　・電動式収納ステージについては、交換対象部品が多いため、劣化状況を判断しながら、効率的かつ計画的に交換を実施する必要がある。
・空調設備の冷却水コイル薬品洗浄は、空調を止めての作業となるため、大会等の予約状況や時期を考慮しながら実施する必要がある。
・手摺の改修についても、大会等の予約状況や時期を考慮しながら実施する必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　老朽化が進んでいる施設であるため、不具合のでている箇所や耐用年数を過ぎたものについて、内容を精査し、必要最小限の更新を進める必要がある。


